
　住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしていくために、今できていること、これから
必要なことは何かを地域の方のご意見を基に、体制づくりをすすめています。
　一宮市内での取り組みをご紹介します。

　『いちのみやサポートブック』は、子どもが生まれてから今までの成長・発達・健康・生活
実態・特性などを記録する手帳です。発達がゆるやかな子どもや、障害のある方の成長や
現状を記録することにより、将来にわたって生活が向上することを願って、一宮市障害者
自立支援協議会 発達支援部会が作成しました。

　平成30年7月8日（日）に、一宮市障害者自立支援協議会 生活支援部会の主催で
「いちのみや福祉ジョブフェスタ～みらいに逢を～」が開催されました。このイベント
は、障害福祉分野に携わる事業所が集まり、福祉の仕事に興味のある方へ事業所のこ
とや仕事内容を紹介する就職説明会です。
　当日は社会福祉協議会もブースを出展し、介護事業課の職員から来場された方へ
お話をさせていただきました。多くの方々にお話を聞い
ていただくことができました。
　このイベントをきっかけに、障害福祉の仕事にチャレ
ンジしてくださる方が少しでも増えれば幸いです。（写
真は、当日本会が出展したブースの様子です。）

　いちのみやサポートブックは「一宮市障害者自立支援協議会」ウェブ
サイトからダウンロード、印刷して利用することができます。

【問合せ】市役所福祉課 ℡28-8619 FAX73-9124

★幼児期・学齢期・成人期等ライフス
テージごとに活用することで、広く継
続的に支援をつないでいくことがで
きます。

★保護者・支援者が子どもの成長を
記録することで、子どもの成長を振り
返るきっかけになったり、子どもへの
関わり方のヒントが見つかります。

★関係者が記録した情報を共有す
ることで同じ方向性、同じ方法で
関わることができます。

★記入することで、将来関わる関係機関で同じ説明を繰り返すことが
少なくなります。

　皆さん意識が高く１年続けることで、筋力
がついてきました。　　　  （理学療法士の先生）

☆地域の課題解決に向けた住民の取り組み☆  市営島村住宅で運動教室（葉栗連区）
　当初は、エレベーターがなく階段の昇降が大変で、外出することへの不安についてや、買物をす
る場所がないなどの福祉ニーズについて意見が出ました。話し合いを重ねるうちに、自分のことは
自分で行うこと（自助）が大切で、そのためにも足を鍛える運動をしたいとの意見が出ました。
　一宮市リハビリテーション連絡協議会からの派遣で理学療法士の先生を迎え、昨年に引き
続き運動教室を６月より毎月開催しています。

集いの場

　平成２９年７月から始まった市民相互の助け合い活動である「ちょこボラサービス」も１年が
過ぎました。利用会員は１4０名を超え、協力会員も８０名を超えています。
　活動件数も月平均５０件以上となり、ほぼ毎日一宮市内で活動が行われています。

　退職して何か始めてみたい
と思っている方、お子さんが学
校に行っている間などに、活動
してみたい方、一緒に協力会員
として活動してみませんか？お
気軽にお問い合わせください。
【問合せ】本部 ℡８５-７０２４

ちょこボラサービス報告

支えあい通信支えあい通信

協力会員さんの声 協力会員大募集！協力会員大募集！

サポートブックの特徴

イベント参加報告
ジョブフェスタにブース出展しました！

☆いつかは自分も通る道。
　他人事ではないです。
☆ありがとうと感謝される
　と、次の活動へのやる気
　につながります。

利用会員さんの声
☆丁寧に対応してもらえて
　良かった。
☆協力会員さんと話をする
　のが楽しみ。

カーペットの移動 庭の土入れ

換気扇掃除

『いちのみやサポートブック』で
子どもの成長を

記録してみませんか？

障害者相談支援センターだより

・先生に会う楽しみもあり体操に来ています。
・自分の体は自分で管理しないと。
・階段の昇降も楽になりました。（運動教室参加者）
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